
近
年
遺
伝
子
に
よ
る
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
長
年
信
じ
ら
れ
て
き
た
馬
の
血
統
情
報
に
も
間

違
い
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
本
項
で
は
「フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て

の
そ
の
ま
と
め
と
、
現
代
に
お
け
る
使
用
上
の
注
意
な
ど
を
堀
田
氏
に
教
え
て
い
た
だ
く
。

代新

究ヽ
もd●
´

ーり

、

―
■

．
れヽ■

難 ||‐  ||| 
‐

鱗・:‐‐|

| |||

文・資料提供/堀 日 茂
ほった。しげる。1963年神奈川県生まれ。
獣医師。麻布大学大学院獣医学研究科

修士課程修了。日本の年間生産頭数が

漸減する反面、漸増を続けるサンデーサイ

レンスの血について、遺伝的見地から危慎

を抱く。世界の父系をまとめた冊子『サラブ

レッド種牡馬系統』を自費で作成して希望
‐者に配布するなど、フリーの血統研究家とし

ても独自に精力的な調査,研究を行なって

いる。現在は来春に向け、約400ペニジの

Fサラブレッド系統諏 仮題)』をアマゾンに

て自己出版することを検討中。
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最新鮮究tttitll織で講み解く fiなる∵:i'ミ ::―予イ)f島lヽたち

本
誌
前
号
に

「ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
ン

～
生
物
学
観
点
か
ら

見
る
母
系
の
重
要
性
～
」
を
寄
稿
さ
せ

て
頂
い
た
の
を
機
に
、
『競
走
馬
フ
ァ
ミ

リ
ー
テ
ー
ブ
ル
第
４
巻
』
（サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
血
統
セ
ン
タ
ー
編
集

日
本
中
央
競
馬

会

ｏ
日
本
軽
種
馬
協
会
）
に
今
さ
ら
な
が

ら
、
初
め
て
じ
っ
く
り
と
目
を
通
し
て
み

ま
し
た
。

高
価
で
発
売
数
限
定
で
あ
る
英
文
の

『競
走
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー
ブ
ル
』
な
ど

に
は
馴
染
み
の
な
い
競
馬
フ
ァ
ン
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
、
サ
イ

ヤ
ー
ラ
イ
ン
に
ば
か
り
目
が
行

っ
て
い
た

自
分
を
恥
じ
る
と
と
も
に
、
こ
の
期
に
及

ん
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
奥
深
さ
を
あ

ら
た
め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
ン
に
は
不
思
議
な

記
録
が
満
載
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
い
た

の
で
す
。

例
え
ば
、
一競
走
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー

ブ
ル
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
１８
世
紀
か
ら

２０
世
紀
初
頭
の
牝
馬
に
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

●
生
年
や
毛
色
が
不
明

●
極
端
な
高
齢
ま
た
は
若
齢
で
出
産

０
名
前
が
単
に

「
父
馬
名
十
三
”
「①

（＝

牝
馬
の
意
）
」
な
ど
、
あ
と
追
い
で
名
付

け
た
と
思
わ
れ
る
も
の

●
親
仔
ま
た
は
姉
妹
な
が
ら
同
じ
名
前

０
は
当
時
の
血
統
の
記
録
が
完
全
で
な

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
特
に
１８
世
紀
に

お
い
て
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
し
ょ
う
。

●
は
生
年
が
不
明
の
馬
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
、
当
時
は
正
確
に
生
年
を
記
録
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
血
統
書
上
の
生

年
は
正
し
く
な
く
、
実
際
の
生
年
と
多
少

ず
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

は
、
高
齢
出
産
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
違

い
当
時
は
成
績
が
振
る
わ
な
く
と
も
す
ぐ

に
淘
汰
は
さ
れ
ず
、
繁
殖
能
力
が
あ
る
限

り
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
方
で
若
齢
出
産
に
つ
い
て
は
、
．競

走
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー
ブ
ル
』
を
読
み
込

ん
で
い
く
と
、
母
３
歳
時
出
産
と
い
う
例

が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
す
。
最
若
齢
で

４
歳
時
の
出
産
が
通
常
で
す
が
、
し
か
し

最
近
の
例
で
は
、
昨
年

（２
０
１
４
年
）

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
２
０
０
０
ギ
ニ
ー

馬
で
あ
る
１４
１
ｆ
族
の
Ｈ
ｃ
３

ζ
Φ
Ｆ
８
∽
Φ

の
母
一ａ
ｏ
ユ
ご
σ
一Φ
は
２
０
０
３
年
生
ま

れ
で
す
が
、
そ
の
母
ス
Ｅ
”
う
は
２
０
０
０

年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
歳
時
に

出
産
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
日
本
で
血
統
登
録
さ
れ

た
馬
の
母
親
の
出
産
時
年
齢
の
統
計
を
見

る
と
、
３
歳
時
出
産
と
い
う
の
が
実
際
に

１
例
ほ
ど
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
北
半

球
と
南
半
球
で
は
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
に
半
年

ほ
ど
差
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
北
半
球

か
ら
南
半
球
に
移
動
し
た
繁
殖
牝
馬
の
場

合
、
出
産
齢
は
３
歳
で
も
実
際
は
４
歳
に

近
い
３
歳
半
の
場
合
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

せ
い
ぜ

い
３
歳
時
出
産
ま
で
か
と
思

い
き
や
、
「競
走
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー
ブ

ル
」
を
さ
ら
に
精
読
し
て
い
く
と
、
１３
‐

ｂ
族
に
お
い
て
、
１
９
０
４
年
生
ま
れ
の

工
Φ
σ
Φヽ
‘

ζ
”
一Ｑ
の
仔
に
１
９
０
６
年
生

ま
れ
の
Ｆ
ｏ
く
Φ
一ｏ
３
と
い
う
例
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
２
歳
時
の
出
産
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
事
実
か
ど
う
か

怪
し

く
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
あ
る
ウ
エ
ブ
サ

ィ
ト
で
は
５
く
の
一〇
３
の
生
年
は
１
９
０
７

年
と
は
な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
ち
な
み

に
こ
の
馬
は
２
０
１
２
年
の
豪
州
著
名
競

走
で
あ
る
コ
ツ
ク
ス
プ
レ
ー
ト
の
勝
馬

Ｏ
ｏ
８
５
「
”
癸
の
１０
代
母
で
す
。

０
は
生
誕
の
際
に
名
前
を
付
け
て
血
統

登
録
を
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
完
全
で
な

く
、
あ
と
か
ら

「
●
０
の
娘
」
と
名
付

け
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

『競
走
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー
ブ
ル
」
に
は
、

Ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ
一ｏ
，
一５
＞
”ヽ
σ
一”
５
ζ
”
①ヽ
ル
）
い
う
わ石

前
の
牝
馬
は
１０
頭
も
、
工
①
ｏヽ
α
ζ
”
①ヽ
と

い
う
名
前
の
牝
馬
は
２４
頭
も
、
さ
ら
に
は

工
一∞
〓
一く
①
ヽ
三
”
お
と
い
う
名
前
の
牝
馬
な

ど
３６
頭
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
！

１２
‐
ｂ
族
に
は
∽
一∽
お
ｌ
ｏ
刀
〓
一ｏ
（１

８
６
２
年
生
）
と
い
う
牝
馬
が
い
ま
す
が
、

あ
と
か
ら
姉
の
コ
〓
一ｏ

（１
８
５
３
年
生
）

の
名
前
を
拝
借
し
た
の
で
し
よ
う
。
ち
な

み
に
∽
一∽
お
ユ
ｏ
刀
ｃ
〓
ｏ
は
昨
年
の
英

・
愛

ダ
ー
ビ
ー
馬
で
あ
る
＞
ｃ
∽■
”
一一”
の
１４
代
母

で
す
。
ま
た
、
１４
１
ｆ
族
に
Ｚ
ｏ
ｚ
”
ヨ
①
（ユ
∞
０
ニ

年
生
）
と
い
う
名
前
の
牝
馬
が
い
て
、
さ

ら
に
は
そ
の
仔
に
Ｚ
”
ヨ
Φ
一Φ
∽
∽
（１
８
７

４
年
生
）
と
い
う
名
前
の
牝
馬
が
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
当
時
は
名
無
し
で
あ

っ
た
た
め

「ｚ
ｏ
ｚ
”
ヨ
Φ
」
と
か

「Ｚ
”
ヨ
①
‐

一①
∽
∽
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
仮
に
貼

っ
て

お
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
正
式
に
登
録
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
ｐ
一
●
の
例
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ｏ
２１
ｌ
ａ
族
の
ζ
一∽
∽
∽
”
３
，

（１
８
４
２

年
生
）
と
≡
∽
∽
∽
”
３
，

（
１
８
５
０
年

生
）
と
い
う
同
じ
名
前
の
親
仔
。

ｏ
４
１
０
修
督
に
工
一∞
〓
ぞ
Φ
ヽ
ζ
”
Φヽ
（１
７

９
２
年
生
）
と
工
一∞
〓
一く
Φ
『
ζ
”
Φヽ
（１
７

９
３
年
生
）
と
い
う
同
じ
名
前
の
姉
妹
。

さ
ら
に
後
者
の
仔
に
引
ご
ヨ
Ｂ
汁〇
【
ζ
”
①ヽ

（１
８
０
０
年
生
）
と
引
ご
ヨ
Ｂ
ざ
【
ζ
”
①ヽ

（１
８
０
１
年
生
）
と
い
う
同
じ
名
前
の

087 サラBL00Dl



馬齢に注目、母は2歳時に本馬を出産!?

Lovelorn
牝 栗毛 1906 ニュージーランド産

The Baron
Birdcatcher

Stockwe‖
Echidna
Glencoe

Lord Ronald(GB)

栗毛 1862

Pocahontas
Ivlarpessa

Newminster
Touchstone
Beeswing

Edith
Pyrrhus the First

Master K‖ dare(GB)

栗毛‐1875

Deidamia
Wiasma

Sweetmeat
Gladlator

PIurΥI Pudding
Lollypop

Foinnualla
Birdcatcher

S‖ k(GB)

栗毛 1869

Bet

Dey of Algiers
Priam

Judy Go
Bustard Mare

Cacique
Palinurus

Melton(GB)

鹿毛 1882

Young Blackl ock l\Iare

Touchstone
Camel

Lord of the lsles
Banter

Fair Helen
Pantaloon

Scottish Chief(GB)

鹿毛 1861

Rebecca

The Littie Known
Lacerta

I\iliss Ann
Middleton

Violet Melrose(GB)

鹿毛11875

Bay Missy
Camilla
Pantaloon

VVindhound

Thormanby
Mu Moloch

Violet(GB)

鹿毛 1864

Alice Hawthorn
Rebecca

Stockwe:l
The Baron

VVoodbine Touchstone
Honeysuckle

Stockwe‖
The Baron
Pocahontas

Doncaster
Teddi

Bend Or(GB)

栗毛 1877

Marigold nete! lVl4E
WindhoundThormanby Alice Hawthorn

Rouge Rose

Orion(GB)

栗毛 1888

Ellen Horne
Delhi

Newminster
Hermit

Tadmor
Shotover(GB)

栗毛 1879

Seclusion
Miss Sellon

TOxOphinte
arn

Stray Shot

Hebrew Mlaid(GB)

3尋=E;1904

Vaga
M

Hampton
Lord C‖ fden

The Slave

Lady Langden
Kettledrum

Sheen(GB)
鹿毛 1885

Haricot

Tibthorpe
Little

Radiancy
Thunderboit

Jewish Maiden(GB)

黒鹿毛 1892

Meteor

Solon
West

Barcaldine
Birdcatcher Mare

Ballyroe
Belladrum

Maid of Lorn(GB)

黒鹿毛 1886

Bon Accord

Princess Louise
Victoria

Hermit

ol Wales
Louise Victoria

Seclusion

088
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「

F

姉
妹

（後
者
は
分
枝
し
て
４
１
ｐ
族
の
祖

と
な
っ
て
い
る
）
。

上
記
の
４
１
０
族
の
姉
妹
は
、
Ｃ
の
例

が
０
に
も
該
当
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。と

こ
ろ
で
、
９
号
族

の
祖
は
＜
一■
５
Φ
ヽ

ζ
”
お
で

す

が
、

そ

の
曽

孫

に
Ｏ
ｃ
≡
①
つ

口
”
く
口
”
σヽ
ζ
”
お
と

い
う
同
じ
名
前
の
姉

妹
が

い
ま
す

（図
１
の
中
の
網
掛
け
部
）
。

生
年
も
毛
色
も
不
明
で
あ
り
、
こ
の
あ
た

り
か
ら
も
何
か
怪
し
さ
が
漂

っ
て
き
ま
せ

ん
か
？
こ
の
Ｏ
ｃ
Ｅヽ
Φ
５
口
”
く
田
”
σヽ
ζ
”
お
の
前

者
は
９
ｌ
ｂ
族
お
よ
び

９
‐
ｃ
族
の
祖
で

あ
）
＝
′、　
Ｚ
”
∽
ご
〓
”
，
、　
＞
ぞ
Ｑ
”
、ヽ　
々
′
ニ
ノ

ギ
ム
レ
ッ
ト
等
を
出
し
て
い
ま
す
。

一
・万
、　
Ｏ
ｃ
『重
①
う
口
”
く
口
”
『σ
ζ
”
①ヽ
一の

後
者
は
そ
れ
以
外

の
９
号
族

の
祖
と
な

つ
て
お
り
、
０
２
〓
８

ゃ
∽
Φ
”
↓
，
①
∽
ご

∽ヽ

の
母
⊂
「σ
”
つ
∽
８

、
ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
、

ハ
ー
プ

ス
タ
ー
等
を
出
し
て
い
ま
す
。

動
物
の
細
胞
内
小
器
官
で
あ
る
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
の
遺
伝
子
は
母
親

か
ら
し
か

授
か
ら
な

い
こ
と
か
ら

（＝
母
性
遺
伝
）
、

同
じ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
れ
ば
同
じ
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
の
遺
伝
子
を
保
有
し
て
い
る
こ

:- 1,1キ
:級究lttRI:燎で,衰み撃く 真なるずi:・ミli―サイトJIかたち
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【図1】 9号族

i▽亘i両壁Mar9亘毛」
White Legged Lowther Barb

Spot IVIare

VVhiteneck

{9i6$agj{#r*iiri.ffi
d."- "' ' ;"
ffi6SA;*#ir6r*l*r.#f

lVlare j

I
,

Curwen Bay Barb Mare

Bay BOltOn,υ lare 1 728

Crab Mare

Sweepstakes IBolton] Mare

curwen Bay Barb Mare ・・・・…・・・・・・・・・・・・・…・・・・
・・̈・・・・・・・…・・……・.

Miss Jigg 1717
|

1 Mab芦 毛 1740 
・……………………………………………・

Basto Mare

Cyprus Arabian Mare 1720

switch 1739

Tipsey鹿 :毛 1750

Babrahalrl Biank Mare鹿 毛 1771

cOlumbine 1781

Miss Muston鹿 毛 1790

Deipini Mare芦毛 1807

cOmus Mare芦毛 1816

Miss Lydia芦 毛 1838

Maid of Masham芦 毛 1845

Ｃ

　

，０

０
）

Ａ
υ

ａ

　

　

　

Ｈ
一

９
．　

　

　

９
¨

ｅ

　

　

ｈ

　

ｇ

ｆ

９
　̈

　

　

９

　̈

９

　̈

９
¨

丁eddingOn Mare栗毛 1855

Adelalde黒鹿毛 1866・・・・・・・・̈

Y.MeibOurne Mare黒 鹿毛 1859

TOxOphilite M,are鹿毛 1861  …・



【図2】 12号族

Brimmer Mare

Old Hautboy Mare

Montagu Mare

Royal

Whiteshirt Mare

D'Arcy's Chesnut Arabian lVlare

Mother VVestern 1 731

Spilletta I琵月E1749

PrOserp:ne I奎 :三毛‐1766

Luna栗毛‐1779 ・・・

Curwen Bay Barb Mare

Greyhound Mare栗 毛 1723

Grisewood's Lady Thigh栗 毛 1731

1 Duchess rDialmondl ・。・・・・・・……・・・・……・・・・・・・・・・・・・.

ICu‖ en Arabian Mare 1749

Principessa黒鹿毛 1762

Heinel屋電月E‐ 1771

Woodpecker Mare鹿 毛 1788

Cobbea鹿 毛 1802

Witchery鹿毛 1814

Dulcamara栗毛 1818

Salute鹿 毛 1829

Sultan Mare黒 鹿毛 1836

May Be‖ 鹿毛 1853

Meynell栗毛 1736 ・・・・・・・・・・・・・・・…・・……・・・……・・・・・・・・・

Bay Starling′ 窪::モ:1750

Blank Mare栗毛 1759

Snap Mare鹿毛 1773

VVoodpecker Mare鹿毛 1787

Precipitate Mare栗 毛 1796

Monimia鹿毛 1821

Hester黒 鹿毛 1832

Hersey鹿 EE‐ 1842 ・・…・・・・・…・

Jenny Spinner栗 1毛 1740

Prophetess栗毛 1758

Piracantha 1 772

Ruler Mare 1786

VValnut Mare 1796

0verton Mare鹿毛 1802

Phantom Mare鹿 毛 1816

Brutandorf Mare鹿毛 1834

Miss Nancy鹿 毛1845 ・・・

Curwen Bay Barb Mare

，
」

（
∠

12-a

12‐b

12-d

12-f

12-g
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「

F

最鶯麟究t霧:義 ||:14‐ 1:で ,邊漁解く 真なるア:べ tl…ラインぐ)峰 たヽち

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
２
頭

の
Ｏ
ｃ
Ｅヽ
Φ
５
口
”
く
田
”
σヽ
ヨ
”
お
の
ど
ち
ら

の
系
統
で
あ
っ
て
も
同
じ
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
の
遺
伝
子
を
保
有
し
て
い
る
は
ず
な

の
に
、
２
０
０
２
年
、
「＞
ユ
ヨ
”
一
ｏ
Φ
う
①
常

一ｏ
∽
」
と
い
う
科
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論

文

（以
下

「論
文
１
」
と
言
い
ま
す
）
は
、

こ
れ
ら
２
つ
の
系
統
の
間
に
は
遺
伝
子
に

差
異
が
あ
る
と
報
告
し
て
お
り
、　
一
方
の

系
統
の
遺
伝
子
は
１２
号
族
の
遺
伝
子
と
合

致
す
る
よ
う
な
の
で
す
。

そ
こ
で
今
度
は
１２
号
族
の
樹
形
図

（図

２
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
１２
号
族
の
祖

は
コ
ｏ
ヽ
一
ζ
”
Φヽ
で
あ
り
、
そ
の
６
代
仔

で
１２
‐
ｂ
族
、
１２
‐
ｃ
族
、
１２
‐
ｄ
族
、
１２

‐
ｅ
族
お
よ
び
１２
‐
ｆ
族
の
共
通
の
祖
に
、

ま
さ
し
く
同
名
の
Ｏ
ｃ
琶
Φ
”
口
”
く
口
”
「σ

〓
”
①ヽ
と

い
う
馬
が
い
ま
す

（図
２
中
の

網
掛
け
部
の
前
者
）
。
さ
ら
に
こ
の
系
統

を
精
査
す
る
と
、
こ
の
馬
の
妹

（姉
？
）

に
同
名
の
Ｏ
ｃ
≡
Φ
つ
口
”
く
口
”
「σ
〓
”
お
と

い
う
馬
も
見
つ
か
り
ま
す

（図
２
の
中
の

網
掛
け
部
の
後
者
）
。

こ
れ
ら
、
９
号
族
お
よ
び
１２
号
族
の

ｏ
ｃ
≡
Φ
５
ｏ
”
く
口
”
「σ
ζ
”
お
と
名
付
け
ら

れ
た
各
馬
の
生
年
は
い
ず
れ
も
不
明
で
す

が
、
そ
の
仔
た
ち
の
生
年
か
ら
予
測
す
れ

ば
、
１
７
１
０
年
前
後
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
あ
、
『競
走
馬

フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ー
ブ
ル
』
に
は
Ｏ
ｃ
署
①
５

ｏ
”
く
口
”
【σ
ζ
”
「Φ
と
い
う
名
前
の
馬
は
７

頭
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
前
述
０

の
と
お
り
、
あ
と
か
ら
父
親
の
Ｏ
ｃ
≡
①
５

口
”
く
田
”
σヽ
の
名
前
を
拝
借
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら

（つ
ま
り
父
馬
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
）
、
同
世
代
で
あ
る

こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

以
上
の
こ
と
に
加
え
、
下
記
の
論
文
３

で
は
９
‐
ｂ
族
と
９
‐
ｃ
族
の
遺
伝
子
が

１２
号
族
の
も
の
と

一
致
の
旨
が
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
号
族
の
Ｏ
ｃ
ヨ
Φ
５

ω
”
く
口
”
「σ
三
”
お
の
前
者
が
１２
号
族
の

一

方
の
Ｏ
ｃ
≡
Φ
コ
田
”
く
口
”
σヽ
ζ
”
【Φ
で
あ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。さ
ら
に
論
文
１
は
、
１
号
族

（の
う
ち

１
‐
ｕ
。
詳
細
は
後
述
）
、
５
号
族

（の

う
ち
５
１
ａ
、
５
１
ｂ
、
５
１
ｃ
、
５
１
ｄ
、

５
１
ｅ
）
、
６
号
族

（の

一
定
部
分
）
、
１１

号
族

（の
う
ち
「
ｌ
ｂ
、
１１
ｌ
ｇ
）
、
１６

号
族

（の
分
枝
前
根
幹
系
統
の

一
部
）
お

よ
び
１９
号
族

（の
う
ち
１９
１
ｃ
の

一
部
）

に
お
け
る
遺
伝
子
の
不

一
致
も
報
告
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
６
年
に

‐〓
〓
８
，
ｏ
Ｐ

Ｑ
ユ
ｏ
ｐ
一
と
い
う
科
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論

文

（以
下

「論
文
２
」
と
言
い
ま
す
）
は
、

遺
伝
子
解
析
し
た
馬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
う

ち
２８
の
分
枝
に
お
い
て
、
そ
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
本
来
の
遺
伝
子
と
は

一
致
し
な
い
例

が
発
見
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
１
３
年
、
『」
ｏ
ｃ
３
”
一
ｏ
一

＞
ｂ
■
５
”
一
口
①ヽ
Φ
Ｑ
一５
∞
”
５
０
（Ｏ
Φ
Ｄ
Φ
汁一〇
∽
・　
レＣ

い
う
科
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

（以
下

「論
文
３
」
と
言
い
ま
す
）
は
、
２
９
６

頭
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
お
け
る
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
の
遺
伝
子
を
解
析
し
、
各
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
お
け
る
新
た
な
多
数
の
遺
伝
子
不

一
致
例
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
血
統
書
上
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
に
合
致
す
る
解
析
結

果
が
出
た
馬
は
実
に
６
割
に
留
ま
り
、
解

析
し
た
２
９
６
頭
を
遺
伝
子
構
成
の
タ
イ

プ
ご
と
に
分
別
す
れ
ば
２５
の
グ
ル
ー
プ
に

分
別
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
図
３

と
し
て
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

例
え
ば
、
こ
の
図
３
で
グ
ル
ー
プ
ー
と

し
た
群
は
１
号
族
に
固
有
と
さ
れ
る
遺
伝

子
構
成
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
１６
号
族
や

Ａ
ｌ
号
族
に
属
す
る
と
さ
れ
る
馬
も
含
ま

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
２
は
２
号

族
に
固
有
と
さ
れ
る
遺
伝
子
構
成
の
グ
ル

ー
プ
で
す
が
、
１
号
族
の
分
枝
で
あ
る

１
‐
ｎ
族

（フ
ォ
ー
テ
ィ
ナ
イ
ナ
ー
等
）
、

１
‐
ｐ
族

（ｏ
一”
ｏ
末
ｏ
”
く
一”
等ヽ
）
お
よ
び

１
‐
ｕ
族

（三
ｏ
ユ
Φ
ｃ
等
）
は
２
号
族
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す

（図
４
）
。

な
お
、
上
述
の
各
論
文
が
指
摘
し
て
い

る
遺
伝
子
不

一
致
の
例
は
、
あ
く
ま
で
こ

れ
ら
研
究
者
が
サ
ン
プ
ル
と
し
て
解
析
し

た

「ご
く

一
部
」
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
お

け
る
遺
伝
子
解
析
の
結
果
に
過
ぎ
ず
、
つ

ま
り
、
存
在
し
う
る

「全
て
の
母
系
に
お

け
る
全
て
の
誤
り
」
の
う
ち
の
ほ
ん
の

一

部
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
今
後
ま

だ
ま
だ
新
た
な
発
見
も
あ
り
う
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
誌
前
号
の
私
の
拙
文

『芦
毛
の
ｍ
一

■
３
Ｑ
ｏ
は
本
当
に
∽
”
Ｑ
一Φ
■
∽
Ｅ
Φ
〓
∽
の
仔

か
η
」
に
も
書
き
ま
し
た
と
お
り
、
１
９

７
０
年
代
か
ら
８０
年
代
の
書
物
に
掲
載
の

血
統
表
に
は
、
い
ま
思
え
ば
奇
異
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

図
５
は
凱
旋
門
賞
を
勝
ち
、
種
牡
馬
と

し
て
輸
入
さ
れ
た
ラ
イ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
５

代
血
統
表
で
す
が
、
こ
の
中
の
囲
み
部
分

は
、
「
ｏ
お
８
ｃ
■
に
■
Φ
∽ヽ
一”
５
０
ｃ
〓
を
交
配

す
る
も
受
胎
せ
ず
、
改
め
て
「
８ヽ
一０
一●
‐

」
ｏ
５
を
交
配
し
受
胎
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、

ラ
イ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
母
の
父
∽
ｃ
Ｐ
Φ
ヨ
Φ

Ｏ
ｏ
三

で
あ
る
も
の
の
、
■
Φ
「∽
一”
５
０
ｃ
〓

の
仔
で
あ
る
こ
と
も
完
全
に
否
定
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
前
号
に
も
引
用
し
た
ネ

プ

テ

ュ
ー
ヌ
ス
は
、
母
田
”
∽き

の
父
が
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「
ｏ
３
ａ

ｏ
ｏ
ヽ
＜
一ｏ
■
と
、
１
９
６
０
年

代
の
日
本
の
代
表
種
牡
馬
ソ
ロ
ナ
ウ

ェ
ー

の
２
代
母
ゴ

①
Ｅ
一Ｑ
ｏ
重

ζ
ｃ
８
ご
の
父
は

「工
”
一３
”
Ｃ
〓
〇
ヽ
「
〇
ヨ
ヨ
Φ
と
の
よ
①
ミ
①
」
　
，な

ど
、
探
し
出

せ
ば
次

々
と
出
て
き
ま
す

が
、
各

々
の
前
者
で
あ
る
■
①
「∽
一”
う
Ｏ
ｃ
〓
、

「
ｏ
３
”
Ｑ
ｏ
そ
し
て
工
２
５
”
ｃ
〓
は
、
今

日
の

こ
れ
ら
各
馬
の
血
統
表
で
は

一
切
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

１８
世
紀
、
１９
世
紀
の
み
な
ら
ず
、
２０
世

紀
半
ば
の
血
統
記
録
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
な
疑
義
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で

す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
と

い
う
科
学
的
手

法
が
確
立
し
た
の
は
ご
く
ご
く
最
近
の
話

で
あ
り
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
ど
の
種
牡
馬

を
交
配
し
た
か
な
ど
、
全
て
は
自
己
申
告

だ

っ
た
わ
け
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
実
を
見
る
と
、
２０
世

紀
初
頭
に
英
国
で
施
行
さ
れ
た
、
祖
先
の

全

て
が

‐ジ

ェ
ネ

ラ
ル
ス
タ

ッ
ド
ブ

ツ

ク
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
馬
に
さ
か
の
ぼ

れ
な
け
れ
ば
サ
ラ
ブ
レ
ツ
ド
に
非
ず
と
し

た

「ジ

ャ
ー
ジ

ー
規
則
」

（前
号
で
栗
山

求
氏
が
詳
し
く
ご
解
説
）
な
る
も
の
が
い

か
に
理
に
適
わ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
か
が

分
か
り
ま
す
し
、
日
本
に
お
い
て

「サ
ラ

系
」
が
差
別
を
受
け
た
こ
と
な
ど
的
外
れ

な
気
も
し
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
「
テ
ン
プ
ラ
」
と
呼
ば
れ

る
ア
ン
グ

ロ
ア
ラ
ブ
の
血
統
偽
装
が
あ

っ

た
こ
と
は
公
然
の
事
実
で
も
あ
る
よ
う
に
、

【図3】

遺伝子解析

による分類
遺伝子解析した馬の血統書上のファミリーナンバー

グループ 1 1_e,1_k,1_|,1‐ m,1-n,1-s,1‐ t,16,Al

グループ2
1-n, 1‐ p, 1-u, 2-d, 2‐ e, 2-f, 2-i, 2‐ n, 2-o, 2-s, 6‐ e, 8-a, 8-c, 8‐ (」 , 8-h, 16-a, 16‐c, 16-g,

16-h,20,52

グループ3 3‐c,18,18-a,A48

グループ4 3‐b,3-d,3-e,3‐ g,3-|,3-o, 15‐ a, 19-c

グループ5 4-c,4‐ d,4-i,4-k,4‐ l,4-r, 11, 11‐ a, 11-d, 11‐ f, 11-g, 13-a, 13-b, 13-c

グループ6 5‐ g, 5-h

グループ7 5‐ e

グループ8 6‐a

グループ9 6-b,6-d,6‐ f,20,23,23‐a,23-b

グループ10 7,7-a,7-f,17‐ b,22,22-a,22-b,22-d

グループ11 8‐c

グループ12 2-f,9-b,9-c,12-c,12-d,12-f,A29

グループ13 9,9-a,9‐e,9-f

グループ14 9_b, 10‐a,10-c,11‐ g,14-a,14-b, 14-c, 14-f,42

グループ15 11-f

グループ16 12-b

グループ17 5, 19, 19‐b, 19-c

グループ18 2-a,19‐ c,20,20-a,20‐ c,20-d

グループ19 21-a,23-a

グループ20 23-b

グループ21 25

グループ22 26

グループ23 A4

グループ24 B3

グループ25 B4
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【図4】 1号族

Tregonwe‖ 's Natural Barb Mare

Place's VVhite Turk Mare

丁a■olet Barb Mare

Byerley Turk Mare

Dariey Arabian Mare

Bonny Lass鹿 毛 1723 ・・…

Partner Mare鹿 毛 1735

Julia鹿 1756

1-a

Promise黒鹿毛 1768

Prunella鹿 毛 1788

1-d

l―e

l―o

l―s

Penelope鹿 毛11798

VVeb鹿毛 1808
Filagree易目EE,1815

Phantom Mare栗毛 1820

0dessa栗毛 1833
Flax鹿毛 1855

Queen Bertha鹿 毛 1860¨

丁rampo‖ ne栗毛 1825・・・・…・・・……・・・

Glencairne鹿 毛 1838

Glengowrie黒鹿毛 1851

Mald of the Glen鹿 毛 1858

1-w

l― t

1‐u

Wire黒鹿毛 1811

Vinegar青 毛 1832

Mustard黒鹿毛 1836

Clarinda黒鹿毛 1846

Nightingale l青 毛 1857

Hilarity鹿 ;毛 1871  ・

VValtz栗毛 1822

Morisca鹿毛 1826

Zi‖ ah栞:毛 1835

丁he Prairie Bird鹿 毛 1844

1‐p

1-r

Pawn鹿毛 1808 1-f

Pawn Junior黒鹿毛 1817

Delhi青毛 1838

E‖ en Horne l黒鹿毛 1844 1-i

Paradigm黒 鹿毛 1852

Paralin鹿毛 1870  ・・・・……・

IFoo‖ght鹿毛 1876・……

ll‖uminata黒鹿毛 1877

Chelandry鹿毛 1894

Rouge Rose栗毛 1865・・・・…・・・

1-|

1-m

Problem栗 毛 1823 ・・・・…・・・・…・…

lo栗毛:1836

Sunlower鹿毛 1847
Sunbeam鹿毛 1855
Sunshine鹿 毛 1867・・.

Sunray黒 1鹿毛 1874

1‐n

l― k

l‐g

1‐ h

l― i

Princess鹿毛 1769

Puzzle鹿毛 1778

Hornby Lass鹿毛 1796

Morel栗毛 1805 ・…
Mustard栗毛 1824

1‐b

l―c
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本
場
英
国
に
お
い
て
も
、
当
時
の
サ
ラ
ブ

レ
ツ
ド
の
血
統
書
が
全
て
正
し
い
な
ん
て

い
う
こ
と
は
ど
う
考
え
て
も
あ
り
え
な

い

の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
よ

っ
ぽ
ど
の
故
意

や
過
失
が
な
け
れ
ば
母
仔
間
の
取
り
違
え

な
ど
あ
り
え
な

い
の
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

イ
ン
に
お
い
て
も
上
述
の
よ
う
な
あ
り
さ

ま
な
の
で
す
か
ら
、
サ
イ
ヤ
ー
ラ
イ
ン
に

お
い
て
は
…
…
。

も
う
、
十
分
に
想
像
で
き
ま
す
よ
ね
？

繰
り
返
し
ま
す
が
、
動
物
に
お
け
る
工

ネ
ル
ギ
ー
産
出
の
場
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
に
存
在
す
る
遺
伝
子
は
母
親
か
ら
し

か
授
か
り
ま
せ
ん
。
よ

っ
て
、
同
じ
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
あ
れ
ば
同
じ
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

の
遺
伝
子
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
サ
ラ
ブ
レ
ツ
ド
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
そ
れ
は
夢
物

語
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

特
に
論
文
３
に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
分
枝
内
で
の
遺
伝
子
不

一
致
の
例
は
少

な
か

っ
た

一
方
で
、
同
じ
フ
ァ
ミ
リ
ー
内

に
目
を
広
げ
れ
ば
遺
伝
子
不

一
致
の
例
は

か
な
り
多
く
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
分
類
に
お
け

る

「分
枝
記
号
」
導
入
以
前
の
早
期
段
階

で
の
血
統
誤
認
が
数
多
く
あ

っ
た
こ
と
が
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ア

推
察
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
当
時
は
馬
名
登

録
制
度
が
完
全
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
取

り
違
え
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
？
　
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
母
性
遺

伝
を
す
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
遺
伝
子
で

す
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
分
枝
ご
と
に
論

じ
る
血
統
理
論
は
そ
れ
な
り
に
有
用
で
あ

る

一
方
で
、
「
１
号
族
の
馬
は
こ
の
よ
う

な
特
徴
、
２
号
族
は
…
…
」
と
い
う
よ
う

な
各
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
１
つ
の
単
位
で
論
じ

る
血
統
理
論
は
、
母
系
分
類
当
初
の
誤
っ

た
記
録
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
論
文
２
は
、
既
存
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ナ
ン
バ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ス
タ
ミ

ナ
源
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
遺
伝
子

ご
と
に
改
め
て
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
を
分
別
す

れ
ば
、
そ
の
能
力
の
識
別
に
役
立
つ
新
た

な
血
統
理
論
の
確
立
も
あ
り
う
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
↓
工
Ｏ
刀
Ｏ
⊂
０
ェ

（＝
完
全
な

る
）
ロ
コ
ｍ
Ｕ

（＝
血
筋
）
と
い
う
言
葉
に

幻
惑
さ
れ
て
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
に
も
極

端
な
性
善
説
の
上
に
立
っ
て
し
ま
つ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
？

い
ま
、
冷
静
に
過
去
の
記
録
を
科
学
的

に
見
直
す
時
が
来
て
い
ま
す
。

繰り返しますが動物における
エネルギー産出の場である

ミトコンドリアに存在する遺伝子は

母親からしか授かりません
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